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財
布
の
中
に
大
事
に
、
し
ま
っ
て
あ

る
１
枚
の
お
札
が
あ
り
ま
す
。

第
２
６
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
）
と
西
暦
２
０
０
０
年
を
き
っ

か
け
と
し
て
作
ら
れ
た
２
０
０
０
円
札

で
す
。
表
は
守
礼
門
、
裏
は
源
氏
物
語

絵
巻
の
絵
と
言
葉
。
沖
縄
か
ら
帰
っ
て

き
た
ば
か
り
の
方
が
、
あ
る
集
金
の
時

に
「
こ
れ
で
払
っ
て
も
い
い
か
？
」
と

出
し
て
く
れ
た
の
で
、
受
け
取
り
、
お

つ
り
を
渡
し
ま
し
た
。

発
行
さ
れ
た
あ
と
し
ば
ら

く
は
、
手
元
に
来
る
と
、
２

千
円
と
い
う
数
に
な
じ
み
が

な
い
の
で
す
ぐ
に
使
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
最

近
は
全
く
見
る
こ
と
は
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

沖
縄
で
は
普
通
に
使
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

先
日
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
使

お
う
と
し
た
ら
、
「
機
械
が
読
み
取
れ

な
い
の
で
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。
実
際

に
流
通
し
て
い
る
日
本
銀
行
券
な
の
に

…
。
結
果
と
し
て
財
布
の
中
に
入
れ
た

ま
ま
に
―
い
っ
そ
、

お
守
り
だ
と
思
う
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
値
打
ち
が
上

が
る
か
も
？

みち子のひとりごと

お守り？

活気ある住みよい和歌山市をつくる会は、和歌山市長選挙について、立候補を表明

している島くみこ氏と政策協定を結び推薦すること、市つくる会として共同の選挙母

体となる政治団体（仮称にじいろ和歌山）に参加することなどを確認し、島くみこ氏

と政策協定を結びました。その内容は下記のとおりです。

一、清潔で公正・公平な立場で市政にとりくみ、市民・職員の真摯な意見を尊重し、

民主的な市政運営をすすめます。

一、地方自治の本旨にもとづき、住民自治・団体自治を大切にした市政運営をすすめ

ます。

一、平和であってこそ、市民の基本的人権やくらしを守ることができます。憲法9条の

不戦平和の条項をしっかりと守り、憲法をくらしに生かした市政運営をすすめます。

一、子ども、高齢者、障がいのある人をはじめ、市民誰もが安心してくらせる住みよ

いまちづくりをすすめ、福祉の向上をめざします。

一、はたらく人が安心してはたらき続けられる職場環境づくりをすすめます。

一、次の項目については、早急にとりくむ具体的な問題とします。

・刑法で禁じられた賭博施設であるカジノ誘致は認めず、和歌山の自然や歴史、人

を生かした観光振興にとりくみます。

・市民の命と健康を破壊するような入院ベッド数の削減は見直し、市民誰もが安心

して療養できる環境を整えていきます。

・山口地区滝畑の産業廃棄物最終処分場建設計画や和泉山脈のメガソーラー建設計

画は住民同意を大事にし、自然環境や生活環境の保全を第一にストップをかけて

いきます。

市長選挙に 島くみこさん
日本共産党も参加する「活気ある住みよい和歌山市をつくる会」が政策協定
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朝
鮮
半
島
で
の
平
和
の
激
動
に
は
、

こ
の
と
こ
ろ
驚
き
の
連
続
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
北
朝
鮮
の
核
開
発

問
題
で
も
、
拉
致
問
題
で
も
、
圧
力
一

辺
倒
で
な
く
、
ね
ば
り
づ
よ
く
対
話
を

す
す
め
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。去

年
、
北
朝
鮮
が
次
々
と
ミ
サ
イ
ル

を
打
ち
上
げ
て
い
る
な
か
で
、
私
は
こ

の
対
話
路
線
を
頭
で
は
わ
か
っ
て
も
、

周
り
の
人
々
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
の
先
見
性
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
前
に
、
大
規
模
な
津
波
が

原
子
力
発
電
所
を
襲
う
可
能
性
を
国
会

で
追
及
し
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
赤
旗
を
し
っ
か
り
読
ん
で
、

身
に
着
け
な
い
と
い
け
な
い
と
反
省
し

て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は井

本
ゆ
う
い
ち
で
す

“する男”と“しない男”

の分岐点は、セクハラを“男

性問題”として主体的に受け

止められるかどうか―。長く労働相談の仕事

に携わった金子雅臣さんが『壊れる男たち』

でふれています▼金子さんがこの本を出した

のは12年前。当時、本紙のインタビューに

こうも答えています。「男性にはみんな加害

性があるかというと、そんなことはない。分

けるのは他人の痛みを共感できるかどうかだ

と思います」▼成り行き、酒の上のこと、合

意だったはず。告発された者たちが相も変わ

らず口にする言い訳。なぜ、彼らは自らの加

害に無自覚なのか。そこには、相手の人格を

否定してでも自分の欲望を遂げようとする差

別的な姿勢が見えると▼単なる鈍感さでは済

まされない人権侵害。この人など、その典型

でしょう。前財務次官のセクハラ問題をめぐ

り、「はめられた可能性は否定できない」

「セクハラ罪という罪はない」と繰り返して

きた麻生太郎財務相です▼傷つけられた被害

者をさらに苦しめる。当事者が辞任しても、

再発防止の研修会を開いても、トップに立つ

人がこれでは組織全体が無反省と見られて当

然です。暴言王といわれる麻生氏にはセクハ

ラへの認識とともに、他者への共感や敬意が

著しく欠けています▼安倍政権下で女性をさ

げすむ発言が相次いでいます。そういえば、

あの「女性は産む機械」と口にしたのも第1

次安倍内閣の大臣でした。麻生氏のような人

物がいつまでも中枢に居座る政権では“する

男”がはびこるだけです。

核兵器廃絶を求めて平和行進
ご一緒に歩きましょう

5月26日（土）10時～

市役所前集合
集会の後、みんなで歩きます

原水爆禁止和歌山市平和行進実行委員会
073-424-6533

暴走政治ストップ!!
県革新懇シンポジウム

～今、和歌山市で
市民と野党に求められていることは～

5月27日（日）13：30開会

中央コミセン小ホール

○コーディネーター・問題提起
和歌山信愛女子短期大学教授 伊藤宏氏
○パネラー
各政党・市民団体
○フロアー発言を予定しています

和歌山県革新懇

県教育会館内 423-2261

潮流
2018･5･13


